
○ 令和２年度補正予算専決処分（５月１５日付）の概要

Ⅰ 令和２年度補正予算専決処分（５月１５日付）の趣旨

今回の補正予算は，新型コロナウイルス感染症拡大に伴う対策として，入院医療機関

への個人防護具の整備等による医療供給体制の確保や売上高が相当減少している県内中

小企業等に対する支援金の給付等に要する経費を計上することとした。

（単位：百万円，％）

令 和 ２ 年 度 令和元年度

区 分 当 初 予 算 (Ａ)/(Ｂ)
補正前の額 補 正 額 補正後(Ａ) (Ｂ)

一 般 会 計 843,527 1,241 844,768 827,373 102.1

Ⅱ 補正予算専決処分の内容

（単位：百万円）

事 業 名 補 正 額

感染症発生動向調査事業 ７０

ひとり親家庭等たすけあい資金貸付事業 ５５

鹿児島県事業継続支援金給付事業 １，０５３

労使関係安定促進事業（雇用調整助成金申請等支援事業） １４

県立特別支援学校スクールバス感染症対策支援事業 ４８

合 計 １，２４１

（注）端数処理のため，合計と各事業の計は一致しない。
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Ⅲ 補正予算専決処分の姿（一般会計）

１ 歳 入

（単位：百万円）

款 別 補正前の額 補 正 額 補 正 後

9 国 庫 支 出 金 157,830 1,165 158,995

12 繰 入 金 19,780 21 19,801

14 諸 収 入 11,062 55 11,117

歳入合計 843,527 1,241 844,768

２ 歳 出（目的別）

（単位：百万円）

款 別 補正前の額 補 正 額 補 正 後

3 民 生 費 114,269 55 114,324

4 衛 生 費 56,750 70 56,820

5 労 働 費 2,204 14 2,218

7 商 工 費 11,896 1,054 12,950

10 教 育 費 186,292 48 186,340

歳出合計 843,527 1,241 844,768

３ 歳 出（性質別）

（単位：百万円）

区 分 補正前の額 補 正 額 補 正 後

2 物 件 費 27,108 136 27,244

5 補 助 費 等 140,516 1,050 141,566

12 貸 付 金 2,668 55 2,723

歳出合計 843,527 1,241 844,768
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Ⅳ 補正の概要
（注） …新規事業

事 業 内 容 予 算 額

千円

○ 感染症発生動向調査事業（健康増進課） 69,885

県内における感染拡大を防止するため，更なる検査体制の充実を 補正後累計

図るとともに，入院医療機関への個人防護具の整備などにより，医 105,972

療供給体制の確保を図る。

ア 一般医療機関向け感染症対応個人防護具の整備

イ 地域外来・検査センターの委託

ウ 環境保健センターのＰＣＲ装置の整備

エ 医療的ケアを必要とする難病患者への手指消毒用エタノールの

整備 等

○ ひとり親家庭等たすけあい資金貸付事業（子ども家庭課） 55,423

新型コロナウイルス感染症に関連した休業等により，一時的に収 補正後累計

入が減少し，生活状態が窮迫したひとり親家庭に対して，生活資金 101,186

の貸付を行う。

○ 鹿児島県事業継続支援金給付事業（商工政策課） 1,053,128

新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言の延長により，外

出自粛等の期間が相当程度に及び，これにより甚大な影響を受け，

売上高が相当減少している県内の中小企業，個人事業主等に対して，

家賃などに幅広く充当できる支援金を支給し，事業者の事業継続を

図る。

○ 労使関係安定促進事業（雇用調整助成金申請等支援事業） 14,271

（雇用労政課） 補正後累計

従業員の雇用維持を図るため，雇用調整助成金申請事務などにつ 14,632

いて，専門的，実践的な深い知識を有する者を商工団体等から中小

・小規模事業者へ派遣し，指導，助言等の支援を行う。

○ 県立特別支援学校スクールバス感染症対策支援事業（総務福利課） 47,535

新型コロナウイルスの感染リスクを低減し，障害のある児童生徒

の安全安心な通学環境を確保するため，通学バスを増便する。
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